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温めると縮む「負熱膨張」を示すピロリン酸亜鉛マグネシウム微粒子のサイズと形状を制御することに
よって、高機能で汎用的に使用できる熱膨張抑制剤を実現し、産業界から強く求められる熱膨張制御
の要求に応える。
例えば電子デバイスの内部部材などをはじめとして、マイクロメートル（百万分の1メートル）レベルの

局所領域や微小部材の熱膨張制御を可能とし、様々な分野でシステムやデバイスの高機能化、長寿
命化、省力化に貢献する。

本研究開発では、効率的な分級手法や、結晶にダメージを与えない微粒子製造法を開発することで、
課題解決を図る。また、将来的な量産を可能とする製造技術のスケールアップに取り組む。下記に掲げ
るPoCを達成することで、目標を実現する。
①真球に近い形状の実現
②効率的な分級による中心粒径1 μm以下、最大粒径3 μm以下の実現
③スケールアップ製造の実証
④価格帯と市場規模の相関調査

作成/更新：２０２４年１０月

正の熱膨張 負の熱膨張

熱膨張制御

複合化

熱膨張に悩むことのない社会へ

温めると縮むセラミック微粒子で
多くの無駄を生む熱膨張を制御し
社会の持続的発展に貢献します

機器の高機能化、性能安定化、長寿命化

高コストの温度管理不要に

より効率的で環境に優しい社会を実現

本研究開発により、当初掲げた4つのPoCを達成することができた。
とりわけ、製造工程を一新することで、中心粒径0.6 μm、最大粒径
3 μmを実現した。また、従来品で問題となっていた凝集を解消し、

樹脂への分散性が格段に向上した。これにより、電子デバイスはじ
めさまざまな分野で、熱膨張抑制剤として広く利用可能となった。
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